
2024 共通テスト徹底解剖セミナーは
19時～開催いたします。
今しばらくお待ちくださいませ。
本日はご参加誠にありがとうございます。



※送信されたペンネームおよび質問内容は、返答のためサイトに掲載することがあります。

その際に送信された文章を改変・修正する場合があります。ご了承ください。



チャットサポートだけに連絡できるチャット

参加しているみんなが確認できるチャット





2024共通テスト

徹底解剖セミナー



進研ゼミ 高校講座
《講師》

松﨑 周平
まつざき しゅうへい

進路指導センター



※スクリーンショットは、自分のみの利用としてください。

（他人への送信や、SNS等へのアップロードは著作権法に触れる場合があるため、無断ではできません。）

時間 出演 内容

19:00～19:05 講師＆大学生
・本日の流れの説明

・大学生自己紹介＆体験談

19:05～19:50 講師＆大学生
・クイズ

・2024年度出題分析＆解説

19:50～20:15 講師＆大学生 質問タイム

20:15～20:25 講師＆大学生
先輩からのメッセージ
＆今後のサポート

20:25～20:30 講師 次回セミナー告知



出身高校 埼玉県 公立高校 普通科

得意科目 英語

苦手科目 数学

共通テストの

受験科目

英語LR、数学ⅠAⅡB、国語、物理、
化学、地理

共通テストでの
エピソード

■模試の成績は共テ＞記述。だけど
志望校は共テの配点ほぼ0…
■それでも共テ模試の判定を自信に
■当日の休み時間は会場の外を散歩

自己紹介

写真を
お願いしま
す。

東京工業大 環境・社会理工学院 すい



出身高校 佐賀県 公立高校 普通科

得意科目 世界史

苦手科目 数学

共通テストの

受験科目

国語、数IA、数ⅡB、化学基礎、生
物基礎、英語、世界史、現代社会

共通テストでの
エピソード

■まさかの名前書き間違い…!?
■後半は体力勝負
■共テリサーチ、志望大はC判定

自己紹介

写真を
お願いしま
す。

東京外国語大 国際社会学部 のや



2024 共通テスト

徹底解剖セミナー

「新課程」の共通テストを
受験をする高校１、２年生に向けて

情報をお届けします



CONTENTS

2024年度共通テスト本試験出題分析と
2025年度共通テストに向けた学習のポイント

進研ゼミ「志望大合格コーチ」が答える
進路・学習 質問タイム

高３生のゼミの先輩から皆さんへのメッセージ
進研ゼミ高校講座の今後のサポート
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2024年度共通テスト本試験出題分析と
2025年度共通テストに向けた学習のポイント

0１.



問題.
大学入学共通テスト2024年度本試験の志願者数は？

A:約100万人

B:約６０万人

C:約５０万人

D:約３０万人



正解は、

C:約50万人

答.
大学入学共通テスト2024年度本試験志願者数は？

（４９１，９１４人）

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テストの志願者数について【変更】」をもとに作成
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=32&f=abm00004265.pdf&n



ちなみに…

A:約100万人⇒2023年度高等学校等新規卒業見込者数

B:約６０万人⇒2023年度大学（学部）進学者数

C:約５０万人⇒2024年度 共通テスト本試験志願者数

D:約３０万人⇒2023年度 国公立大 一般選抜受験者数

※１：大学入試センター「令和６年度大学入学共通テストの志願者数について【変更】」
※２：文部科学省「令和５年度学校基本統計」
※３：文部科学省「令和５年度国公私立大学入学者選抜実施状況」
をもとに作成

※１

※２

※１

※３



2024年度 共通テスト本試験 平均点

満点 平均点 前年差

国語 ２００ １１６．５ +10.8

世界史B １００ ６０．３ +１．９

日本史B １００ ５６．３ -3.5

地理B １００ ６５．７ +5.3

現代社会 １００ ５５．９ -3.5

倫理 １００ ５６．４ -2.9

政治・経済 １００ ４４．４ -6.6

倫理、政治・経済 １００ 61．3 +0.7

数学Ⅰ・A １００ ５１．４ -4.3

数学Ⅱ・B １００ ５７．７ -3.7

満点 平均点 前年差

物理基礎 ５０ ２８．７ +0.5

化学基礎 ５０ ２７．３ -2.1

生物基礎 ５０ ３１．６ +6.9

地学基礎 ５０ ３５．６ +0.5

物理 １００ ６3．0 -0.４

化学 １００ ５４．8 +０.８

生物 １００ ５４．８ +6.4

地学 １００ ５６．７ +6.8

英語（リーディング） １００ ５１．５ -2.3

英語（リスニング） １００ ６７．２ +4.9
大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２） 」もとに作成

https://www.dnc.ac.jp/news/albums/abm.php?d=325&f=abm00004319.pdf&n



進研ゼミ生 受験直後の声（2024年度共通テスト本試験）

やっと終わったぁぁ！と思いました。共通テストの対策を沢山してきて、そ
の成果を出せたと思います。帰る時強風が吹いていたり雪が降っていたり
で家に着くまでも大変でした。本当に「家に帰るまでが試験だ」と思いまし
た。

思ったよりは解けた気がしてほっとしてます。チャレンジやっててよかっ
た！！

形式の変化がかなりあったが戸惑うことなく解き切れた。緊張してあまり
寝れなかったが糖分やコーヒーでなんとか起こして実力は出し切れたと思
う 自己採点はまだですが悔いはありません。

昼食と一緒に、母からの手紙と皮にメッセージが書かれたミカンが入って
いて嬉しかった



最初はその場の空気に圧倒されて得意なはずの世界史の問題が頭に入っ
てきませんでした。普段解いている通りの形式の問題もあれば、今年から
傾向が変わったものもあって、特に英語リーディングは文量がさらに増え
たのでそれに対応することが大変でした。今年はとても難しいと感じる教
科が多くて最大限の力を出せなかったことが悔しかったです。

学力はもちろんだが体力、メンタルがかなり重要なテストだと感じた。

本番はやはり苦手教科を迎えると特に緊張しました。問題を解き始めると
少しましになって休み時間の方が緊張したので休み時間の過ごし方も大切
だと思いました。また、わからないところがあったり難しかったりするとや
はりどうしても焦ってしまいました。



問題.

大学入学共通テスト202５年度の出題教科・科目数は？

A:６教科30科目

B:７教科30科目

C:６教科21科目

D:７教科21科目



正解は、

D:７教科21科目

大学入試センター「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等」をもとに作成
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=487&f=abm00003586.pdf&n

答.

大学入学共通テスト202５年度の出題教科・科目数は？



ちなみに…

A:６教科30科目⇒2024年度まで

D:７教科21科目⇒2025年度から

※１：大学入試センター「令和６年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等」
※２：大学入試センター「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等」
をもとに作成

※１

※２



大学入試（一般選抜）の合格・不合格

共通テストの
得点

多くの国公立大、そして一部私立大でも、

各大学の
個別試験の

得点
＝合計得点で

合格・不合格が決まる

＋



共通テスト 予想平均点 推移（本試験集計）

※ データネット実行委員会で推定した900点満点での平均点
（大学入試センターから900点満点平均点の発表はないため）
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【参考】2023年度入試 合格者の共通テスト平均得点率

※1：予想平均点はデータネット実行委員会で推定した900点満点での平均点
※２：各大学の合格者平均得点率はベネッセ入試結果調査より

2023年度 共通テスト
予想平均点（得点率）

5-8文系 ５３２（５９．１％）

5-７理系 ５５１（６１．２％）

2023年度 入試結果
合格者の共通テスト平均得点率

東京大
理科一類 ９０．２％

岡山大
経済（前期） 72．3％

九州大
工（前期） 78．1％

※1 ※２



入試結果「合格最低点」から読みとれること

たった１点、コンマ数点の差で、合否が分かれる

※各大学公表2023年度入試結果より抜粋

岡山大
工/情電数理（前期）

東京大
文科一類（前期）

青山学院大
英米文（A方式）

343.88891314.1346.0

共通テスト 300点
個別試験 200点

点 点 点

共通テスト 900点
個別試験 1,300点

共通テスト 110点
個別試験 440点

配
点

配
点

配
点



英語のリーディングと数学IAもっといけたと思い、悔いが残る結果となっ
てしまいました。

自信のあった英語で落としてしまったことと、世界史で苦手な単元が出て
普段より点数が伸びなかったので、しんどいです。

集中力が続いたのは良かった。ただ、もっと事前に勉強しておけたところ
もあったため、努力不足を感じた。

悔しい、帰りの電車で静かに泣きました、、。得点源のリーディングは演習
で9割いける感じだったのに当日全然スラスラ解けなくて、焦って結果6
割届きませんでした。ほかの教科も全然実力が発揮できなくて、この1年間
の努力が報われなくて、とても悔しいです。

進研ゼミ生 受験直後の声（2024年度共通テスト本試験）



2024年度共通テスト
本試験出題分析

※ここからの出題分析の内容は、特に断りが無い限り、すべてベネッセ調べ



2024年度 大学入学共通テスト本試験

英語（リーディング） 総評

英文量が約400語増加

必要な情報をより効率的に見極め、
処理する力が求められた



2024年度 大学入学共通テスト本試験

英語（リーディング） 英文量（語数）は？

A:約2,000語

B:約3,000語

C:約4,000語

D:約5,000語

問題.



正解は、

D:約5,000語
ちなみに…
2020年度センター試験は約2,800語

2024年度 大学入学共通テスト本試験

英語（リーディング） 英文量（語数）は？答.



2024年度 大学入学共通テスト本試験 英語（リーディング） 

解答時間

大問数

解答数

２０２３ ２０２4

80分 80分

６ ６

49 ４９

第１問

第２問

第３問

２０２３ ２０２4

443

第４問

第５問

第６問

増減

480 +37

606 511 －95

５７１ ６２５ ＋５４

６１５ ７１６ +１０１

７７９ 1,067 ＋288

1,487 1,511 ＋24

試験時間、問題数 英語量（語数）



2024年度 大学入学共通テスト本試験 英語（リーディング） 

進研ゼミ生 受験後の声

リーディング難しすぎ。多くの資料と分からない単語で時間を取られ問題
まで行き届かなかった。全体的に文章量が増えた。選択肢にも分量が増え
た文章があったが選択肢の数は少なかった。日本語にも英語にも速読が必
要。

リーディングの文章量が多く、焦りもあり、とても難しく感じた。

どの教科も時間がなかった。英語のリーディングが難しかった。時間が特
になく、最後は勘で穴埋めをしてしまったことが反省。



2024年度 大学入学共通テスト本試験 英語（リーディング）

【第２問】B
英文から読み取った内容を
比較・整理する問題

本問では３種類の「海外旅行保険」がレビュー
されているが、表や箇条書きではないので、
要点を比較・整理しながら読み進める力が求
められる。
また、筆者のopinion「意見」に加え、
attitude「考え」が問われており、

本文の記述の奥にある真意を読み取ることも
重要。

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」
（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



2025年度
新課程共通テスト
に向けて

従来と大きな変更はない予測だが、「読む」と「書く」という２
つの言語活動の統合を意識した問題が加わる見込み

試験時間は80分、配点は100点で変わらず。4,500～5,000語の
英文から読み取った情報を素早く処理する力が引き続き求められ
る。また、文章を書く場面を設定することで、英文を「読む」と「書く」
の統合を意識した問題が加わると予想される。

新課程の共通テストの特徴

英文だけでなく、図表などの資料を読み取って情報を整理し、解答を導く問題が引き
続き出題されると考えられる。また、リーディングでは２つの試作問題が発表されて
おり、いずれも「読む」と「書く」の統合を意識した内容となっている。１つ目の問題は、
与えられたテーマに対して、段階を踏みながら自分の意見をまとめていく場面が設定
されている。２つ目の問題では、自分が書いた文章を教師の添削コメントを元に推敲
する場面が設定されており、論理的な文章を書くことができるかが問われている。

どんな問題が出る？

英語



新課程 2025年度共通テストに向けて

今から取り組みたい勉強法 「英語リーディング」

勉強法

１

目的意識を持ち、該当箇所を探しながら読み進める

英文のみならず、複数の資料を読み解くには、いかに素早く正確に情報処理できる
かがカギとなる。問題で問われていることは何かを意識しながら読むことで、おの
ずと読み方には軽重がついてくる。様々な素材でその読み方を練習して、共通テス
トの多種多様な英文に対応できるようになろう。また、各段落の概要をつかむため
には、５W１Hを整理してメモに残す習慣をつけるとよい。

勉強法

２

論理的なつながりを意識しながら文章を読む、書く

英語の長文を読む際は、ディスコースマーカーなどに注目し、文と文、そして段落と
段落との論理関係をしっかりと把握しながら、文章全体の要旨をつかんでいこう。
文章の論理的なつながりを意識することは、「読む」時だけでなく、「書く」時にも欠
かせないポイントだ。英作文の模範解答や添削指導を活用して、自分の書いた英文
が論理的な展開になっているのかを常に考えるくせをつけよう。



問題.共通テスト 数学 2025年度の変更点は？

数学①の「数学Ⅰ、数学A」では、
大問数が１問（ あ ）、全問必答となる。

数学②では、試験時間が（ い ）となり、また出題範囲も
「数列」、「 （ う ） 」、「ベクトル」および「平面上の曲線と複素数
平面」から3問選択しなければならなくなり、文系でも（ え ）の
範囲も勉強する必要がでてきた。

（あ）～（え）に入る組み合わせとして正しいものは？
A （あ）増加 （い）60分 （う）三角関数 （え）数学B
B （あ）減少 （い）70分 （う）統計的な推測 （え）数学C
C （あ）減少 （い）80分 （う）微分・積分 （え）数学Ⅲ



正解は、

B:

大学入学共通テスト

数学 2025年度の変更点は？

（あ）減少
（い）70分
（う）統計的な推測
（え）数学C

答.



2024年度 大学入学共通テスト本試験 数学

進研ゼミ生 受験後の声

いつも通りの精神状態で受けていつも通りの結果だった。苦手な数学から
解放された喜びが大きい。

数学IAもっといけたと思い、悔いが残る結果となってしまいました。

共テはいけるっしょ！と思っている人もいるかもしれませんが普通に難し
いです。英語、数学が苦手な人は早く対策を始めましょう！



2024年度 大学入学共通テスト本試験

数学 総評
問題文中で設定された規則や式、表示方法などにしたがって考える問題
が多く出題され、問題文から必要な情報を適切に読み取る力が問われ
た。また、現実事象を扱う問題を筆頭に、文中で説明している言葉や定
義された表現があり、それらの意味を正しく理解し、数学の問題としての
表現に変換する力が求められた。

数学
Ⅰ・A

「三角関数」の出題がなく、「複素数と方程式」の中問が出題された。形式
については、引き続き現実の事象、対話形式の問題はみられたが、数学
的に考察をする過程を問う出題が増加した。特にグラフ選択の問題が多
く、微分と積分の関係など、数学的な特徴と関係を理解しておく必要が
ある。また、文字を用いた一般的な考察が多いため，具体的な計算の問
題を解けるようになった後も、引き続き基本事項の深い理解が必要であ
る。

数学
Ⅱ・B



2024年度 大学入学共通テスト本試験 数学Ⅰ・A

第１問 〔２〕
現実の事象に関する問いを、
問題文の言い換えと与えられた表の

読み取りによって考える問題

電柱とその影の長さを太陽高度と坂の傾斜
から求めていく問題。

坂の傾斜が道路標識の表示方法で示されて
いるなど、現実の事象を扱う問題特有の

問題文の情報を数学の問題に落とし込む力が
求められた。

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」
（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



2024年度 大学入学共通テスト本試験 数学Ⅱ・B

第１問〔１〕（１）
文字によって変化するグラフの概形を

選ぶ問題

底や真数に文字を含む対数関数の文字に具
体的な数値を入れたときのグラフの概形を選
ぶ問題。

具体的な値を代入して、対数関数の文字が何
に影響しているかに注目してみると動きが見
えてきやすい。数式とグラフの双方向からの
関係を理解しているかを問われる内容は他の
大問でも出題されている。

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」
（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



2025年度
新課程共通テスト
に向けて

「数学Ⅰ、数学A」は選択問題がなくなり、全大問が必答に

「数学Ⅰ、数学A」は「整数の性質」がなくなり、「場合の数と確率」「図
形の性質」を含む全問必答になるので、演習の際には注意が必要。
「データの分析」の学習内容も一部変更があり、こちらも注意が必要。
試験時間は変更なく70分で、「数学Ⅰ」は従来通り全問必答。

新課程の共通テストの特徴

旧課程の共通テストと同様に、現実事象や対話形式の出題がされる。日常生活の中の
身近にあるテーマについて数学を用いて考察したり、会話の中でそれぞれが考えた
ことにそって解き進めていく問題だ。日本語の長い文章やイラストとグラフを使って
問われることも多く、与えられた多くの情報の中から必要な数値や方向性を速く正し
く読みとる力が求められる。これらの問題は、思考力や判断力を問うという共通テス
ト全般の特徴にもなっている。

どんな問題が出る？

数学Ⅰ、数学A



2025年度
新課程共通テスト
に向けて

「数学C」の追加によって、大問数、試験時間、配点が変わる

新たに選択問題として「平面上の曲線」と「複素数平面」が追加。また、
試験時間が10分増加して70分になる。大問数も増えたため配点も
変更され、必答問題は「数学Ⅱ」から3大問（52点）、選択問題は「数学
B」、「数学C」の2大問ずつから3大問選択（48点）となる。

新課程の共通テストの特徴

「数学Ⅰ、数学A」と同様の、会話の中で登場人物が考えたことにそって解き進めてい
く問題や、長い文章や図、グラフを使って説明される問題が出るので、与えられた多
くの情報の中から必要な数値や方向性を素早く正確に読みとる力が求められる。計
算結果からわかったことについて、グラフや式、文章を選ぶ問題や、普段使っている
定理や公式について深く掘り下げて理解を問われる問題も。普段の勉強において計
算して終わりでなく、深く考察しながら勉強しているかが問われる。

どんな問題が出る？

数学Ⅱ、
数学B、
数学C



大学入試センター「過去の試験情報」ならびに
「令和６年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２） 」をもとに作成
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普段の学習時に「何となく正解できた」で満足しないこともポイントに



勉強法

数学Ⅰ
数学A

問題文から必要な情報に的を絞って読みとる力を養おう

長い問題文や会話文の誘導にそって解き進める問題では、メリハリをつけて必要な
情報を読みとる力が大事。小問で問われている内容から、必要な数値や情報を頭に
おきながら読み進めてみると、文章が読みとりやすくなる。どのような問題なのか、
自分の知っている数学の問題に置き換えて、解くために必要な情報がどこにあるの
かを探し出す練習を重ねていこう。

勉強法

数学Ⅱ
数学B
数学C

グラフと式の関係性についての理解を深めよう

立てた式や計算して出した数値、与えられたグラフ、既知の定理や公式などについ
て深い考察が求められるので、特徴を意識して図やグラフをかいて数式との関連性
に着目したり、定理や公式の成り立ちを筋道を立てて考えることが重要。普段の勉
強で問題を解くときから、数式やグラフの意味を言葉に変換できるように意識して
おくことが重要。

新課程 2025年度共通テストに向けて

今から取り組みたい勉強法 「数学」



共通テスト国語では、
これまでの４つの大問構成に、新たに大問が１つ追加され、
（ あ ）として、図やグラフなどと文章を複数読み解く必要の
ある問題が出題される。
試験時間は80分から（ い ）の追加のみで5大問を解くこと
になり、これまで以上に早く正確に読み解く力が必要。

（あ）、（い）に入る組み合わせとして正しいものは？
A （あ）実用的な文章 （い）10分
B （あ）小説 （い）20分
C （あ）論説文 （い）10分

問題.共通テスト 国語 2025年度の変更点は？



正解は、

A: （あ）実用的な文章
（い）１０分

大学入学共通テスト

国語 2025年度の変更点は？答.



2024年度 大学入学共通テスト本試験 国語

進研ゼミ生 受験後の声

国語とリスニングは過去最高点を取れて嬉しかった！特に得意教科でもあ
る現代文は9割を超えていて安心した。

国語も時間が足りなくて現代文はほとんど勘でマークしました。

今まで得意だった国語がちょっと自信なくて少し不安です。とにかく時間
との勝負でした。



2024年度 大学入学共通テスト本試験

国語 総評

複数の資料を関連付けて解く問題を
様々な形式で出題

応用的思考力を問う傾向は継続



2024年度 大学入学共通テスト 国語

解答時間

大問数

解答数

２０２2 ２０２３

80分

４

３６

試験時間、問題数など

２０２4

設問内に資料（※）
が示された大問数

80分 80分

４ ４

３７ ３８

２ ２ ３

※資料は、【文章】【資料】として示された。



2024年度 大学入学共通テスト本試験 国語 第３問 問４

実
際
の
問
題
で
は
、
こ
こ

に
「
牛
車
」
の
図
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料

で
は
省
略
し
て
い
る
。

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



2024年度 大学入学共通テスト本試験 国語

第１問 問６、第２問 問７、第３問 問４、第４問 問４・５・６
資料のどこに着目すべきであるかに注意しながら、

複数の資料を関連付けて解く問題

第１問では、生徒が書いた文章という形式で設問内で【文章】が示され、
第２問では、本文の理解を深めるための【資料】をふまえて教師と生徒の
対話中の空欄を埋める設問が、
また、第３問では、設問内で本文を解説した文章が示され、
第４問では、【詩】と【資料】が提示された。
いずれの大問でも資料から読み取るべき情報をつかみ、

複数の資料を関連付けて整理する力が求められた。



2025年度
新課程共通テスト
に向けて

複数の資料から情報を読み取る問題や複数の資料を関連付
ける問題に注意

５大問という構成。第１～３問は近代以降の文章からの出題で、第１問
では評論等の論理的な文章が、第２問では小説等の文学的な文章が、
第３問では発表原稿等の実用的な文章が出される。第４、５問は古典
からの出題で、第４問では古文が、第５問では漢文が出される。

新課程の共通テストの特徴

これまでの出題傾向に引き続き、近代以降の文章でも、古典の文章でも、複数の資料
による問題が出されると予想される。また、第３問として、「実用的な文章」が追加さ
れることに注意。文章資料や図表等の資料が複数挙げられ、それらを参照しながら、
レポートなどの発表原稿を作成するという問題設定になっている。具体的には、資料
から情報を読み取る設問や、読み取った情報を踏まえながら発表原稿の内容や構成
をつかむ設問、発表原稿の改善策を考える設問などがあることを押さえておこう。

どんな問題が出る？

国語



勉強法

１

知識を身につけ、それを活用する力が求められる

近代以降の文章でも、古典の文章でも、語彙や文法・句法に関する知識に基づいて、
正確に内容を読み取る力が求められる。知識だけで解ける問題は確実に得点でき
るようにし、文章の内容を読解する設問に時間を割けるようにしよう。複数の文章
や図表等の資料が出題される場合は、文章のテーマや論点を押さえて、複数の資料
に目を向ける必要がある。

勉強法

２

観点を押さえて複数の資料を関連付ける

複数の資料を読み取る際は、どのような観点をもって資料に目を向けるかがポイン
トになる。文章のテーマや論点を押さえたうえで、複数の資料に共通点や相違点が
あるかどうかに着目しよう。また、図表が出題される場合は、文章の内容を踏まえ、
図表の見出し（タイトル）に着目して読み取った情報を文章の内容と照らし合わせて
設問を解く練習を重ねよう。

新課程 2025年度共通テストに向けて

今から取り組みたい勉強法 「国語」



2024年度 大学入学共通テスト 地歴公民 総評

大問数は５から４になり、解答数は34個から33個に減少した。また、会話文を利用した
問題も減少した。一方で、文章資料は増加しており、問題のページ数は2023年度共通
テスト・本試験と変わらない。限られた時間内で多様な資料を読み、要点をつかむ読解
力が求められる。

世界史B

受験生にとって初見となる史資料が多く扱われ、史料文・写真・グラフのほか、生徒の作
成したプリントなど、多様な素材の読解を求める傾向が顕著。分野では政治史を中心に
各分野からバランスよく出題され、時代では近現代史が出題の３分の１以上を占める傾
向が踏襲された。史料文を中心に多様な史資料を読解・考察・解釈する力が求められた。

日本史B

資料の形式自体は見慣れた統計地図や帯グラフであっても、読み取り方を理解するのに
時間を要した資料もあり、原理原則の深い理解をもとに考察する力が問われた。また、地
図とグラフなど複数の異なる種類の資料や、資料と素材文を組み合わせて読み取る設問
も出題された。

地理B

2023年度共通テスト・本試験よりも選択肢の数や文章量が増加。８択が大幅増加や９
択も１問出た。2023年度同様、会話文を中心とした展開で、原典資料などの初見資料
をもとに多面的・多角的に考察したり趣旨把握をしたりする傾向が引き継がれ、知識だ
けでなく、文意・文脈を素早く正確に把握する力が求められた。

倫理



2024年度 大学入学共通テスト 地歴公民 総評

生徒のメモやグラフ、原典資料や判例など多様な資料が素材として使われた。３国の金
融資産構成を比較する問題など問題など、１問の答えを導き出すのに複数の資料を比
較して考察する問題も。また、計算が必要な問題が複数出題され選択肢をパッと見ただ
けでは解答できないものも。文章だけでなく数値も丁寧に読み取る力が求められた。

政治経済

現代社会の基礎的な知識に加え、文章資料や統計資料をすばやく正確に読み解き判断す
る力が求められている。各分野で学習する事項や抽象的な概念を具体的事例にあてはめ
て考察する力も重視され、具体的事例・事象を選ぶ問題が複数問出題された。

現代社会

文献資料や統計・グラフ、模式図などで初見のものが多用され資料を読み解く力や考察
力が問われた。「倫理」は長い会話文を中心とした展開で、知識だけでなく文意・文脈を素
早く正確にとらえる力が求められた。「政治・経済」は，１問の答えを導き出すのに複数の
資料を比較して考察する問題や、計算が必要な問題が複数出題され、選択肢をパッと見
ただけでは解答できないことが多かった。独自問題はなかった。

倫理・政経



2024年度 大学入学共通テスト 理科 総評

物理基礎の全範囲から幅広い内容が問われ、大問数や解答数などに大幅な変化は見ら
れなかった。2024年度・本試験では、第２問は浮力、第３問は音を題材とした探究活動
に関する問題が出された。基本的な内容が中心ではあるが、物理の基本原理・法則を理
解し、公式を活用する力が要求される。

物理基礎

基本的な理解を問う問題が中心。混合気体中に含まれる気体の割合に関するグラフ問題もあ
り、問題文とグラフから必要な情報を読み取って思考する力が求められた。また、第２問では、
サバティエ反応という見慣れない語句を使った導入文であったが、問いは標準的な内容であっ
た。全体を通して物質量や化学反応の量的関係に関する問題の割合が大きかった。

化学基礎

教科書の内容について知識を活用し、実験結果を論理的に判断する問題、図・グラフを読み取り
考察する問題がみられ、複数の情報を論理的に判断する処理能力が試される出題であった。考
察に時間のかかる問題は少なく、取り組みやすい問題であった。教科書の内容について、知識を
活用し、複数の情報を論理的に判断する力が求められた。

生物基礎

夜空における「ある種の天体」の分布を示した図からその天体の種類を求める、単一の柱状図
から付近の火山噴火の様子を考察する、軽石の漂流に関する情報から２つの海流の速さを求
めるなど見慣れない設定を読み解く問題が目立った。その一方で、基礎的な知識が必要とさ
れる問題は従来通り多く、教科書に掲載されている図がほぼそのまま問われるような問題も
あった。

地学基礎



2024年度 大学入学共通テスト 理科 総評

探究型の問題が多く出された。波動では、金属線を用いた弦に交流電流を流したときに生じ
る弦の固有振動に関する探究活動の問題が出されたが、固有振動に関する深い理解は特に必
要なく、現象を把握し実験結果の考察や読み取りができれば解ける問題で、共通テストらしい
問題であった。実験の状況や実験結果を読み解く力と、それを活用する力が必要。

物理

初見の実験を題材にしたものや、見慣れないグラフから必要な情報を読み取って判断するよう
な問題など、読解力や思考力を要する問題が数多く出題された。また、単位変換したり計算する
問題が多く出題されており、計算処理力も求められた。知識を確認する基本問題も中にはみら
れるが、複数の知識を組合せて判断させるものが多い。幅広い理解が問われる内容であった。

化学

昨年度同様、生物の全範囲から偏りなく出題され分野融合問題の出題もあった。出題形
式や解答数についても、大きな変更はなかった。また、見慣れない実験を題材にした問
題が多く出された。与えられた情報を整理し状況を正確に捉え、処理する力が必要とさ
れる。さらに初見の問題であっても基本的な知識を活用し、考察する力が求められた。

生物

第１問は昨年に続き小問集合問題で、実験や観察の結果を可視化したグラフや図を使った問
題が出題された。与えられた実験データを用いてグラフを作成したのちに解く問題もあった。
鉱物の特徴を整理した分類方法の検討や、トリチェリの実験の結果が周囲の状況によってどう
変化するか、惑星の動きの観測結果に基づいて確認できる内容を問う問題など、探究活動や
実験、観察、思考実験に関連した問題も多く出題された。

地学



2024年の大学入学共通テスト本試
験を徹底解剖し、速報を大公開！
受験者の体験談、科目別対策法、出題
分析、セミナーなど、受験に役立つ詳
細な情報をお届けします。

共通テスト
徹底解剖Web

共通テスト
徹底解剖Webは

こちらから



2025年度
新課程共通テスト
に向けて

全問必答で、「情報Ⅰ」の四つの分野から幅広く出題される

試験時間は60分。 第１問：20点、第２問：30点、第３・４問：各25点の
100点満点。「情報社会の問題解決」「コミュニケーションと情報デザ
イン」「コンピュータとプログラミング」「情報通信ネットワークとデータ
の活用」の四つの分野からまんべんなく出題が予測される。

新課程の共通テストの特徴

試作問題では、単に知識を問う問題はなく、場面や設定を理解しながら問題を解き進
めるような出題に。教科書では扱わないパリティビットや、教科書によっては扱いが
ない論理回路などの出題もあるが、真理値表など、基本的な用語や知識の説明が与
えられていて、初見でも解けるように工夫されていた。比較的難度が高めの第３問
「コンピュータとプログラミング」の問題と、第４問の「情報通信ネットワークとデータ
の活用」の問題も、「情報Ⅰ」の学習内容がきちんと理解できれば解ける問題だが、解
き慣れていないと、試験時間内にすべて解き終えるのは難しい。

どんな問題が出る？

情報Ⅰ



勉強法

１

短時間でよいので、「情報Ⅰ」の復習を始めよう

模試が始まると焦りが出てくるかもしれないが、「情報Ⅰ」の復習をする時間を少し
ずつ確保するところから始めよう。まずは、模試でできなかった内容や、理解が不十
分な内容から取り組もう。多くの高校生が高１に学んでいるため、忘れてしまってい
るのはよくあること。模試はどんな問題が出るか、理解できていないのがどこなの
かを確認することに活用しよう。

勉強法

２

基礎知識の定着と学習内容の理解に注力しよう

試作問題が初見でも解けるように工夫されているとはいえ、ベースとなる基礎知識
がないと、問題文そのものの理解ができないし、何を問われているかが読み取れな
い。まずは、基礎知識の定着や教科書の学習内容の理解を進めるようにしよう。模
試で解けなかった問題などを活用し、どのような知識が必要で、何が理解できてい
なかったのかを明確にしていくとよい。

新課程 2025年度共通テストに向けて

今から取り組みたい勉強法 「情報Ⅰ」



動画で素早く
理解できる！
地歴・公民の変更点って？
「情報Ⅰ」ってどんな科目？
「地歴・公民」「情報」の出題とは？
「地理・公民」「情報」入試対策はコレ！
など、
進研ゼミ高校講座新課程入試教科情報局が、
大学入試センターが発表した
2025年度実施要項をもとに、
動画でわかりやすく解説！

各動画は
こちらから



進研ゼミ 大学生コーチが答える
進路・学習 質問タイム

02.



※内容や状況によりお答えできない場合もあります。
ご了承ください。



高３生のゼミの先輩から
皆さんへのメッセージと、
進研ゼミ高校講座の今後のサポート

0３.



問題.
大学入学共通テスト2024年度本試験の志願者数は？

A:約100万人

B:約６０万人

C:約５０万人

D:約３０万人



ちなみに…

A:約100万人⇒2023年度高等学校等新規卒業見込者数

B:約６０万人⇒2023年度大学（学部）進学者数

C:約５０万人⇒2024年度 共通テスト本試験志願者数

D:約３０万人⇒2023年度 国公立大 一般選抜受験者数

※１：大学入試センター「令和６年度大学入学共通テストの志願者数について【変更】」
※２：文部科学省「令和５年度学校基本統計」
※３：文部科学省「令和５年度国公私立大学入学者選抜実施状況」
をもとに作成

※１

※２

※１

※３



D:約３０万人⇒2023年度 国公立大 一般選抜受験者数

合格者数 118,182人

私立大 一般選抜（2023年度）においては

受験者数 約２９０万人 → 合格者数 約1１0万人

合格を勝ち取るための力、最後まで戦い抜くための準備は、
必ず必要になる

※文部科学省「令和５年度国公私立大学入学者選抜実施状況」
https://www.mext.go.jp/content/20231129-mxt_daigakuc02-000032825_01.pdf

※

※



高３生のゼミの先輩から皆さんへのメッセージ

新課程の共通テストで、大変だと思うけど、自分の力を信じて頑張ってく
ださい！応援しています！

結局はやるかやらないかです。やった分だけ力になります。もっと勉強し
ておけばよかったと思う時には手遅れです。そうならないように今できる
ことを最大限やりましょう。最後まで諦めないで頑張ってください。

まだ受験生の感覚が湧かないと思いますが、1年、本当にあっという間で
す。今の時期から少しでも周りと差がつけられると本番にも生きてくると
思います。

勉強以外の面では自分を甘やかしたり甘やかしてもらったりしながら、当
日まで駆け抜けてください。



モチベって、大事です。ものすごく行きたい大学に私は年明けてから出
会ってしまったから調べるのはほんとに大事だし、名前だけで偏見持って
調べないのは損だし、先生に勧められたとこは見たほうが良いです。それ
からもう一つ、本番緊張しすぎないコツは、どんな問題が出るかなってワ
クワクする気持ちです。楽しみに思うと良い緊張に変わる気がしてパ
フォーマンスも上がる気がしました。

受験勉強は思ったよりも上手くいかない。学校行事や部活、模試の復習な
どで自分のやりたいことが出来る時間は本当に少ないし、モチベーション
の維持もすごく難しい。自分自身勉強に関する後悔は数えられないほどあ
る。だから少しでも早く勉強を進めて欲しい。

やっておけばよかったって後悔はどんだけ頑張っても出てくるもの。でも
頑張れば頑張るほどその後悔を引きずる時間は少なくなると思う。



毎日コツコツ自分のペースで勉強してください。周りと比べる必要はあり
ません。自分の目指す大学のレベルに向かっていけば大丈夫です。

2025年度から教科が変わり、私たちより心配することが多いと思いま
す。ですが、あまり気負いせず自分が今までやってきたことを信じて頑
張ってください！心の底から応援しています。

本当に１日１分でも良いので大学や将来について考えたり、勉強したりする
ことが大切だと思う。ちりも積もれば山となる、本当にその通りになるよ。

とにかく今できることを必死にやること。やらなくて後悔するのは未来の
自分。過去に戻ることは出来ないから、遅いと思った今が始める一番早い
チャンスだと思って必死になって勉強したほうがいい。小さな積み重ねが
後にライバルとの大きな差になる。頑張れ！



予習復習・定期テストなど、日々の勉強を着実にコツコツやっていけば乗り
越えられる壁です。基礎を大切にすることが何よりも重要！受験生だから
と特別なことをするのではなく、毎日の積み重ねや問題を解く→解き直し
のサイクルを繰り返すことが大切です。もちろん勉強は大事ですが、高校
生である今しか出来ないことを思い切り楽しむことも忘れないでくださ
い！

毎日やり続けることが大切なので、部活で疲れていても何か勉強しよう！

受験勉強においてスタートが早ければ早いほど周りとの差をつけられると
思うので今のうちからチャレンジ使って勉強の習慣つけて単語の暗記を少
しずつ始めてみるといいと思います！



高１ 高２ 高３

3学期 １学期 ２学期 ３学期

進
路

学
習

合格までの進路・学習スケジュール

１学期 ２学期 ３学期

大学研究

学部・学科研究

オープン
キャンパス

科目
登録

志望大
候補選定

志望大
最終決定

選抜方式の検討⇒決定

総合型・推薦型選抜準備
一般選抜

の
出願戦略

検討共テ
出願

総合型・
推薦型
選抜

共
テ
、
個
別
試
験
へ

授業中心に
理解を深め基礎学力をつける

高３・１学期まで好成績をキープ（推薦型選抜を検討しているなら特に）

苦手をつぶし、得意を伸ばす

高１・２の
総復習高１の

総復習

入試基礎力の完成
入試

直前対策

「新学年になる前」に、「何かひとつでも強化してみること」が、
実は大きなアドバンテージになり得る



「明日からすぐ動ける」、「合格までつながる」
２月からの教材・進路情報を一部ご紹介!! （高２生）

高２ ２月～

30日間で2年分の総復習完成

受験準備チャレンジ 理科・地歴公民 総復習号

高３ ４月～

志望大レベル別、厳選問題

共通テスト徹底解剖 大学受験
良く出る基礎アプリ



プロの問題分析で、キミを合格までサポート

テスト直前に解いた問題が本番で出ました！

受験チャレンジの4月号の類題が出た！

予想問題めっちゃ良かった

共通テスト独自の問題を読ませて誘導に従う練習ができてよかったです。

時間の使い方や、得点の伸ばし方ごとても参考になりました。

日本史はチャレンジで解いたものがそのまま出たものがあり、
あ!!!!! ってなりました（笑） とても嬉しかったです。

進研ゼミ生 受験直後の声（2024年度共通テスト本試験）



大学受験チャレンジ共通テスト予想問題 1月号
リスニング 7ページ

2024年度共通テスト（本試験）多数的中

共通テスト，予想問題ともに短い対話を聞いて，机や棚の上の位置関係を把握して正しい答えを選ぶ問題。
【共通テスト】Which envelope does the woman want?
【大学受験チャレンジ 共通テスト予想問題】What do the things on the shelf look like now?

プロの問題分析で、キミの合格をサポート

実際の問題では
「机の上」のイラスト

が掲載されている

共通テスト
英語・リスニング・第２問・問１０・解答番号１０

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



共通テスト予想問8月号
政経P12 第２問 問5

2024年度共通テスト（本試験）多数的中

日本、アメリカ、ドイツの三国について、裁判への市民の参加制度を比較しており、裁判への市民の参加制度とい
うテーマも共通、具体的に扱っている３つの国もまったく同じであった。選択肢が３つの組合せ問題になっている
ことも共通している。

共通テスト
公民・政経・第１問・問４・解答番号４

プロの問題分析で、キミの合格をサポート

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



チャレンジ予想問生物（２月号）
P.21、P.22

2024年度共通テスト（本試験）多数的中

生態系の物質収支についての出題。共通テストは、生態系の気候と物質生産の特徴に関して、森林と農耕地につ
いて表のデータから推論する問題。チャレンジでは、表のデータやグラフから森林と水田（農耕地）の年間の変化
を考察する問題であり、思考のステップが似ている。

共通テスト
理科・生物・第５問・問２・18

プロの問題分析で、キミの合格をサポート

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



大学受験チャレンジ６月号
19

2024年度共通テスト（本試験）多数的中

江戸幕府のいわゆる「鎖国」政策についてのオーソドックスな問い。ヨーロッパ船の寄港地を平戸・長崎に制限し
たこと（2代将軍・徳川秀忠のとき）などの時期判断が求められた。

共通テスト
日本史B・大問４・小問２・解答番号18

プロの問題分析で、キミの合格をサポート

※大学入試センター「令和６年度大学入学共通テスト」（2024年1月13・14日）をもとに弊社作成



2024年度共通テスト（本試験）多数的中
プロの問題分析で、キミの合格をサポート

2024年度共通テスト（本試験） 進研ゼミの教材

英語・リーディング
第6問A・問1～4・解答番号39～43

大学受験チャレンジ 11月号
英語 P20-P23

英語・リスニング
第4問A・問18～21・解答番号18～21

共通テスト予想問題 2月号
リスニング P12

英語・リスニング
第4問B・問26・解答番号26

共通テスト予想問題 2月号
リスニング P14

数学I・数学A
第2問(必答問題)[1]

プレ受験2月号共通テスト予想問題
P66-67

数学II・数学B
第１問・（２）（ii）

共通テスト予想問題 2月号
数学II・B-11

国語
第4問・問２（ア）・解答番号32

大学受験準備講座 2月号
共通テスト予想問題



2024年度共通テスト（本試験）多数的中
プロの問題分析で、キミの合格をサポート

2024年度共通テスト（本試験） 進研ゼミの教材

国語
第1問・問１（エ）・解答番号4

共通テストファイナルチェック
国語 P4

地理B・第２問・問１・解答番号７
受験チャレンジ Vol.1 ７月号

７

倫理
第１問・問８・解答番号８

共通テスト予想問8月号
倫理 P25 第３問 問９

倫理
第１問・問２・解答番号２

共通テスト予想問 ２月号
倫理 P13 第２問 問７

倫理
第２問・問４・解答番号12

共通テスト予想問 ２月号
倫理 P29 第４問 問９

物理基礎
第３問・問５・解答番号１６

共通テスト予想問題 ２月号
物理基礎 P10



2024年度共通テスト（本試験）多数的中
プロの問題分析で、キミの合格をサポート

2024年度共通テスト（本試験） 進研ゼミの教材

生物基礎
第３問 問１ １２

チャレンジ予想問題 ８月号
生物基礎 第３問 問５

化学
第2問 問１ 解答番号７

チャレンジ予想問 ８月号
化学 9

理科・化学・第2問・問２・解答番号８
チャレンジ予想問 ８月号

化学 11

理科・化学・第４問・問３・解答番号23
チャレンジ予想問 2月号

化学 15

生物
第6問A 問2 21-23

共通テスト予想問題 2月号
P27、P29

生物
第３問 問１ ８と９

共通テスト予想問題 2月号
P１、P3

他にも多数的中！



「明日からすぐ動ける」、「合格までつながる」
進路情報も全力で届ける!!

情報誌でサポート!! セミナーでサポート!!



2023年度 進研ゼミ高校生向け講座 大学合格報告

国公立大に

8,246人
現役合格！

私立大に

30,352人
現役合格！

推薦入試で

9,166人
現役合格！

国公立大と私立大の合格者数のうち、
推薦入試で合格した方の人数です。

第一志望大合格者の

1.3人に1人は、

塾・予備校に通わず

現役合格

国公立大合格者の

1.3人に1人は、

第一志望大に

現役合格

第一志望大合格者の

３.０人に1.3人は、

D・E判定からの

逆転合格

推薦入試合格者の

1.１人に1人は、

第一志望大に

現役合格



苦手克服、定期テスト、受験に

向けた教科別の勉強法や、ゼミ

教材の活用法などの相談がで

きます。

志望大・併願大の検討、学習

戦略の立て方などの相談がで

きます。模試の「個人成績表」

を添付して、相談も可能です。

対象の「ベネッセ総合学力テスト」の受験予定がない方へ

先輩ダイレクト合格戦略アドバイス



今日解決できなかった疑問はWebで解決！

高校生サクセスナビ＞「疑問解消」タブから



１月３０日（火）１７時頃

「録画動画」 「スライド資料」の２点を、下記に掲載します。

ご覧いただいている「会員ページ」の「オンラインライブ授業」に掲載します
※ログインID・PWが必要



【エリア別】

「国公立大合格の決め手」
まるわかりセミナー

次回セミナーのお知らせ

2024年3月16日(土)18時～

新高２･3生

近畿

東海

関東・首都圏

北海道・東北

北信越

中四国・九州

ラ
イ
ブ

録
画



以上を持ちまして、
2024 共通テスト徹底解剖セミナーは
終了となります。

最後に、アンケートにご協力くださいませ。
本日はご参加誠にありがとうございました。

※アンケート結果を個人を特定しない形で告知等に使用させていただく場合がございます。
※本映像の一部あるいは全部を無断で複写・複製することは、著作権法で認められている場合を除き禁じられています。
© Benesse Corporation 2024
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